




要約:出生体重 1000g 未満の超未熟児で長期生存し経過を追えた 33 例の半年毎の身長、体

重、頭囲、胸囲の計測値より、catch up growth を各計測値が-2SD を超えた年齢(暦年齢

および修正年齢)とし、男女別および SFD、AFD別に検討した。各身体計測値は暦年齢にお

いては 2 才半まで、修正年齢では 1 才半までには-2SD に達することが示され、乳児期の

急激な増加は、栄養との関係が重要であると思われた。


